
拝
啓 

 
爽
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
て
、
新
聞
訃
報
記
事
で
ご
案
内
の
よ
う
に
、
敬
愛
す
る
小
島
慶
三
先
生
が
秋
風
の
吹
く
少
し
前
の

八
月
三
十
日
、
風
の
よ
う
に
去
り
ま
し
た
。 

 

小
島
先
生
は
皆
様
よ
く
ご
存
知
の
よ
う
に
、
実
に
多
才
、
多
芸
な
方
で
、
そ
の
九
十
一
年
間
の
人
生

も
ま
た
多
彩
な
も
の
で
し
た
。 

 

戦
時
中
の
一
九
四
○
年
（
昭
和
十
五
年
）
、
東
京
商
科
大
学
（
一
橋
大
学
）
を
卒
業
さ
れ
て
、
商
工

省
（
経
済
産
業
省
）
に
入
省
さ
れ
た
先
生
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
石
炭
政
策
課
長
、
鉄
鋼
課
長
な
ど
を

勤
め
て
日
本
経
済
の
復
興
を
行
政
面
か
ら
推
進
さ
れ
ま
し
た
。 

日
銀
政
策
委
員
の
あ
と
、
日
本
精
工
㈱
専
務
、
芙
蓉
石
油
開
発
㈱
社
長
、
（
財
）
日
本
立
地
セ
ン
タ

ー
、
日
本
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
の
各
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
新
党
か
ら
推
さ
れ
て
参
議
院
議
員

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
先
生
は
上
智
大
学
、
成
蹊
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
一
橋
大
学
で
講
師
と
し
て
経
済
政
策
を

講
義
さ
れ
、
実
に
官
、
財
、
政
、
学
の
四
つ
の
世
界
で
第
一
級
の
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。 

後
年
、
先
生
が
と
く
に
力
を
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
成
長
本
位
の
経
済
政
策
に
対
す
る
警
告
で
も
あ
る

「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
（
人
間
復
興
の
経
済
学
）
の
確
立
で
し
た
。 

六
十
年
代
に
教
え
子
ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
小
島
塾
」
（
の
ち
に
「
小
島
志
塾
」
に
改
称
）
や
「
ヒ
ュ

ー
マ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
会
」
で
、
経
済
に
お
け
る
「
倫
理
」
の
大
切
さ
を
、
そ
し
て
昨
今
の
環
境
論
議
に
先

駆
け
て
、
「
農
業
の
重
要
性
」
「
水
田
の
環
境
価
値
」
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
ご
承
知
の
通
り
で

す
。 

 先
生
と
と
も
に
働
い
た
方
々
、
先
生
と
と
も
に
「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
を
学
ん
だ
皆
様
、
そ
し
て
四
十
年

に
わ
た
っ
て
先
生
の
教
え
を
受
け
、
そ
の
遺
志
を
継
ご
う
と
い
う
小
島
志
塾
の
仲
間
た
ち
・
・
・
先
生
と
ご
縁

の
あ
っ
た
人
々
が
一
堂
に
相
集
い
「
小
島
先
生
を
し
の
ぶ
会
」
を
実
現
し
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。 

左
記
の
よ
う
に
、
時
は
先
生
の
七
七
忌
の
直
後
の
十
月
十
九
日
、
会
場
は
先
生
が
役
員
を
さ
れ
「
ヒ
ュ

ー
マ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
会
」
の
会
場
で
も
あ
っ
た
如
水
会
館
で
す
。 

ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
貴
方
様
の
ご
出
席
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

敬
具 

二
〇
〇
八
年
九
月
二
十
三
日 

呼
び
か
け
人 

代
表 

山
本
克
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由
井
克
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酒
井
邦
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井
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千
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峯
浦
耘
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北
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篠
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最
首
公
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柳
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彬 
 

秋
元
征
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加
藤
春
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坂
井
義
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磯
浦
康
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記 

「
小
島
慶
三
先
生
を
し
の
ぶ
会
」 

日 

時 

二
〇
〇
八
年
十
月
十
九
日
（
日
）
受
付
午
前
十
一
時
半
、
開
宴
正
午
～
午
後
二
時 

場 

所 

東
京 

神
田
一
ッ
橋 

如
水
会
館 

二
Ｆ 

オ
リ
オ
ン 

東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二-

一-

一 

〇
三
―
三
二
六
一
―
一
一
〇
一
（
代
） 

地
下
鉄
竹
橋
駅
（
東
西
線
）
下
車
１
ｂ
出
口 

徒
歩
４
分 

・ 

地
下
鉄
神
保
町
駅
（
半
蔵
門
線
・
三
田
線
・
新
宿
線
）
下
車 

・ 

Ａ
８
・
Ａ
９
出
口 

徒
歩
３
分 

会 

費 

一
万
円 

（
同
封
返
信
は
が
き
を
十
月
十
日
ま
で
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
） 

（
当
日
は
平
服
で
お
越
し
下
さ
い
。
御
香
典
、
御
供
花
は
ご
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 


